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拡
大
す
る
地
域
格
差
と
そ
の
背
景

湊　

一
樹

特 集特 集
　

一
九
四
七
年
の
独
立
以
来
、
深
刻
な
経
済
的
停

滞
か
ら
一
向
に
抜
け
出
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

イ
ン
ド
経
済
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
よ
う
や
く

安
定
し
て
高
い
成
長
率
を
達
成
す
る
よ
う
に
な
り
、

最
近
で
は
発
展
著
し
い
途
上
国
の
一
つ
と
し
て
大

き
な
注
目
を
集
め
る
ま
で
の
存
在
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
近
年
の
経
済
自
由
化
や
急
速
な
経
済
成
長

を
背
景
に
、
着
実
に
成
長
を
続
け
る
地
域
と
停
滞

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
地
域
の
間
の
格
差
が
一
層
拡

大
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
政
治
的
側
面
に
目
を
向
け
る
と
、
特
定

の
州
に
政
治
基
盤
を
持
つ
「
地
域
政
党
」
が
台
頭

し
、
中
央
政
治
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
力
を
拡
大

し
て
い
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
政
党
が
基
盤
と
す
る
州
の

間
で
経
済
水
準
や
産
業
構
造
の
隔
た
り
が
大
き
く

な
る
と
、
そ
れ
ら
が
政
策
面
で
一
致
す
る
こ
と
は

よ
り
困
難
と
な
り
、
政
党
間
の
妥
協
に
よ
る
政
策

面
で
の
一
貫
性
の
欠
如
や
各
州
へ
の
予
算
の
ば
ら

撒
き
に
よ
る
財
政
悪
化
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
州
間
格
差
が
拡
大
す
る

こ
と
で
中
央
レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
安
定
性
が
損
な

わ
れ
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
経
済
全
体
の
さ
ら
な
る
成

長
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、「
急
成
長
を
遂
げ
る
イ
ン
ド

経
済
」
と
い
う
平
均
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
成
す
る

主
要
な
州
に
分
析
の
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
イ
ン

ド
の
地
域
格
差
の
問
題
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と

で
あ
る
。た
だ
し
、以
下
の
分
析
は
州
単
位
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
の
中

の
地
域
格
差
（
つ
ま
り
、
州
内
格
差
）
を
捉
え
て

い
な
い
と
い
う
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま

ず
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
ド
の

州
間
格
差
の
推
移
と
現
状
を
概
観
す
る
。
次
に
、

州
間
格
差
を
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
、
経

済
水
準
と
産
業
構
成
の
関
連
性
と
そ
の
時
間
的
変

化
を
見
て
い
く
。
最
後
に
、
イ
ン
ド
の
州
間
格
差

の
要
因
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
。

●
州
間
格
差
の
推
移
と
現
状

　

各
州
の
経
済
水
準
を
比
較
す
る
際
に
最
も
よ
く

用
い
ら
れ
る
の
が
、「
純
州
内
生
産
」（N

et 
State D

om
estic Product

）
と
呼
ば
れ
る
指

標
で
あ
る
。
図
１
は
、
主
要
な
一
五
州
に
つ
い
て

二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度
の
一
人
あ
た
り
純
州
内
生

産
（
一
九
九
三
／
九
四
年
度
価
格
）
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
ビ
ハ
ー
ル
（
三
七
七
三
ル
ピ
ー
）
か

ら
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
（
一
万
七
八
六
四
ル

ピ
ー
）
ま
で
、
イ
ン
ド
の
州
の
間
に
は
大
き
な
経

済
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
州
の
一
人
あ
た
り
純
州
内
生
産
を
比
較

す
る
と
、
そ
の
差
は
約
五
倍
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

　

一
人
あ
た
り
純
州
内
生
産
が
一
万
六
〇
〇
〇
ル

ピ
ー
以
上
の
比
較
的
豊
か
な
上
位
四
州
の
う
ち
、

パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
と
ハ
リ
ヤ
ー
ナ
ー
は
農
業
先
進
州
、

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
と
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
は
工
業

先
進
州
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
比

較
的
貧
し
い
下
位
六
州
は
、
ビ
ハ
ー
ル
、
ウ
ッ
タ

ル・プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
、
マ
デ
ィ
ヤ・プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
、

ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
よ
う
に
、「
ヒ
ン
デ
ィ
ー

･

ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
地
帯
に
位
置
す
る
州
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度
の
一
人
あ
た
り
純
州
内

生
産
を
基
準
と
し
て
一
五
州
を
、
①
一
万 

六
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
以
上
の
四
州
、
②
一
万
～

一
万
六
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
の
五
州
、
③
一
万
ル
ピ
ー

以
下
の
六
州
、
と
い
う
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

一
九
九
三
／
九
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
四
／
〇
五
年

度
ま
で
の
一
人
あ
た
り
純
州
内
生
産
（
一
九
九
三

／
九
四
年
度
価
格
）
の
推
移
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
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図１　2004/05年度の１人あたり純州内生産

（出所）�Indiastat（http://
www.indiastat.
com/）のデー
タより作成。
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表
し
た
の
が
、
図
２
で
あ
る
。
経
済
水
準
が
最
も

高
い
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
四
州
は
、
あ
る
程

度
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
全
体
的
に
経
済
成

長
を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
間
の
グ
ル
ー
プ

に
属
し
て
い
る
五
州
は
、
よ
り
高
い
成
長
率
を
一

様
に
持
続
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
と
は
対
照
的
に
、
経
済
水
準
が
最
も

低
い
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
特
に
下
位
に
位
置
す
る

州
は
、
こ
の
期
間
に
わ
た
っ
て
経
済
的
に
停
滞
し

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
は
、
経
済
水
準
と
成
長
率
の
関
係

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
九
九
三
／
九
四
年
度
の
一
人
あ
た
り

純
州
内
生
産
と
一
九
九
三
／
九
四
年
度
か
ら

二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度
ま
で
の
一
人
あ
た
り
純
州

内
生
産
の
年
平

均
成
長
率
の
関

係
を
見
る
と
、

経
済
水
準
が
低

い
州
ほ
ど
高
い

成
長
率
を
示
す

よ
う
な
傾
向

（
つ
ま
り
、
州

間
格
差
の
縮
小

傾
向
）
は
観
察

さ
れ
な
い
。
む

し
ろ
、
既
に
指

摘
し
た
よ
う
に
、

経
済
水
準
の
低

い
一
部
の
州
の

停
滞
ぶ
り
が
際

立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、中
位
の
五
州
は
四・二
％

以
上
の
年
平
均
成
長
率
を
達
成
し
て
い
る
一
方
で
、

上
位
の
四
州
は
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
（
二・
六
％
）

か
ら
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
（
五・
三
％
）
ま
で
成
長
率

の
ば
ら
つ
き
が
比
較
的
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

●
経
済
水
準
と
産
業
構
成
の
関
連
性

　

州
間
格
差
の
推
移
と
現
状
を
よ
り
詳
し
く
分
析

す
る
た
め
に
、
経
済
水
準
と
産
業
構
成
が
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。
図
３
は
、
横
軸
に
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度
の

一
人
あ
た
り
純
州
内
生
産
（
一
九
九
三
／
九
四
年

度
価
格
）、
縦
軸
に
各
産
業
部
門
（
製
造
業
部
門

と
農
業
部
門
）
の
純
州
内
生
産
に
占
め
る
割
合
を

そ
れ
ぞ
れ
と
り
、
そ
れ
ら
の
値
の
組
み
合
わ
せ
を

各
州
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か

ら
、
以
下
の
三
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
縦
軸
方
向
へ
の
点
の
散
ら
ば
り
が
大
き

い
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
州
の
間
で
産
業

構
成
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
経
済

水
準
が
高
い
州
ほ
ど
純
州
内
生
産
に
占
め
る
製
造

業
部
門
の
割
合
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る

（
図
３
①
）。
第
三
に
、
農
業
先
進
州
で
あ
る
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
と
ハ
リ
ヤ
ー
ナ
ー
を
除
い
て
、
経
済
水

準
が
高
い
州
ほ
ど
純
州
内
生
産
に
占
め
る
農
業
部

門
の
割
合
が
低
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
図

３
②
）。
つ
ま
り
、
農
業
生
産
性
の
高
い
一
部
の

州
を
除
い
て
、
経
済
水
準
と
産
業
構
成
の
間
に
は

強
い
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
反
し
て
、
経
済
水
準
が
比

較
的
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
と
ハ

リ
ヤ
ー
ナ
ー
で
は
、
農
業
部
門
の
比
率
が
そ
れ
ぞ

れ
三
七・
九
％
と
二
七・
六
％
と
一
五
州
の
平
均

（
二
一・三
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
製
造
業
部
門
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
ハ

リ
ヤ
ー
ナ
ー
は
一
九・
四
％
と
工
業
先
進
州
で
あ

る
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
（
二
六・
七
％
）
に
次
い
で
高

い
水
準
に
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
パ
ン
ジ
ャ
ー

ブ
は
一
三・二
％
と
一
五
州
の
平
均（
一
五・一
％
）

よ
り
も
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
図
３
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
経
済
水
準
と

産
業
構
成
の
間
の
相
関
関
係
は
、
イ
ン
ド
の
経
済

状
況
が
大
き
く
転
換
す
る
以
前
に
つ
い
て
も
観
察

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
４
は
、
横
軸
に

一
九
八
〇
／
八
一
年
度
の
一
人
あ
た
り
純
州
内
生

産
（
一
九
八
〇
／
八
一
年
度
価
格
）、
縦
軸
に
各

図２　１人あたり純州内生産の推移
� （1993/94年度から2004/05年度）

（出所）図１に同じ。
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産
業
部
門
の
純
州
内
生
産
に
占
め
る

割
合
を
と
り
、
そ
れ
ら
の
値
の
組
み

合
わ
せ
を
各
州
に
つ
い
て
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ

う
に
、
製
造
業
部
門
と
農
業
部
門
の

ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
図
３
ほ
ど

は
っ
き
り
と
し
た
傾
向
は
見
ら
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
一
九
八
〇
／
八
一
年

度
の
時
点
で
は
、
経
済
水
準
と
産
業

構
成
の
間
に
明
確
な
関
連
性
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
／

〇
五
年
度
の
時
点
で
は
、
そ
れ
が

は
っ
き
り
と
し
た
形
で
現
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
二
つ
の
時
点
の
間
に
、
経
済
水

準
と
産
業
構
成
の
関
連
性
に
何
ら
か

の
変
化
が
起
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
重
要
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
イ
ン
ド
の
州
間
格
差
に
お
い
て
農

業
部
門
が
果
た
す
役
割
（
特
に
、
農
業
生
産
性
の

地
域
格
差
の
重
要
性
）
が
相
対
的
に
低
下
し
、
そ

れ
に
代
わ
っ
て
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
非
農
業

部
門
が
徐
々
に
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る

と
い
う
変
化
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
、
図
４
の
サ
ン
プ

ル
を
、
①
製
造
業
部
門
比
率
が
低
く
、
農
業
部
門

比
率
が
高
い
比
較
的
豊
か
な
州
（
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
、

ハ
リ
ヤ
ー
ナ
ー
）、
②
製
造
業
部
門
比
率
が
高
く
、

農
業
部
門
比
率
が
低
い
州
（
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト

ラ
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
、
タ
ミ
ル･

ナ
ー
ド
ゥ
、
西

ベ
ン
ガ
ル
）、
③
製
造
業
部
門
比
率
が
低
く
、
農

業
部
門
比
率
が
高
い
比
較
的
貧
し
い
州
（
そ
の
他

の
州
）
の
三
つ
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、

一
九
八
〇
／
八
一
年
度
か
ら
二
〇
〇
四
／
〇
五
年

度
ま
で
の
間
に
、
経
済
水
準
と
産
業
構
成
が
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
っ
た
の
か
を
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
六
〇
年
代

後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
農
業
生
産

性
の
急
上
昇
（
い
わ
ゆ
る
「
緑
の
革
命
」）
に
よ
っ

て
目
覚
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
多

収
量
品
種
と
灌
漑
設
備
を
活
用
し
た
集
約
的
農
業

が
州
内
に
普
及
し
尽
く
す
よ
う
に
な
り
、

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
農
業
生
産
性
の
伸

び
が
次
第
に
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た

め
、
農
業
部
門
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
れ
ら
の
州

の
成
長
率
は
、
そ
れ
に
伴
い
鈍
化
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
特
に
、
農
業
部
門
か
ら
製
造
業
な
ど
の

他
部
門
へ
の
転
換
を
見
せ
て
い
る
ハ
リ
ヤ
ー
ナ
ー

と
比
較
し
て
、
農
業
部
門
の
比
重
が
依
然
と
し
て

大
き
い
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
は
経
済
的
な
地
位
を
相
対

的
に
低
下
さ
せ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

が
あ
る
た
め
、
図
３
（
特
に
、
図
３
②
）
で
は
こ

れ
ら
の
州
が
異
常
値
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
経
済
的
に
停
滞
し
た
時
期

の
あ
る
西
ベ
ン
ガ
ル
を
除
い
て
、
さ
ら
な
る
工
業

化
に
よ
っ
て
順
調
に
経
済
成
長
を
続
け
て
い
る
。

そ
し
て
、第
三
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、工
業
化
に
よ
っ

て
着
実
に
成
長
す
る
州
と
農
業
へ
の
依
存
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
ま
ま
取
り
残
さ
れ
て
い
く
州
が
出
て

き
た
た
め
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
格
差
が
拡
大
し
て

い
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
州
は
図
４
で
は
一

① 製造業部門
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（出所）図１に同じ。
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（出所）図１に同じ。
（注）州名の略称は以下の通り。

MH：マハーラーシュトラ、GJ：グジャラート、HR：ハリヤーナー、
PJ：パンジャーブ、TN：タミル･ナードゥ、KR：カルナータカ、
KL：ケーララ、AP：アーンドラ･プラデーシュ、WB：西ベンガル、
RJ：ラージャスターン、MP：マディヤ･プラデーシュ、OR：オリッサ、
AS：アッサム、UP：ウッタル・プラデーシュ、BI：ビハール。
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つ
の
集
団
を
形
成
し
て
い
た
が
、
図
３
で
は
縦
軸

（
産
業
部
門
比
率
）
と
横
軸
（
経
済
水
準
）
の
両

方
向
に
大
き
く
ば
ら
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
一
九
八
〇
／

八
一
年
度
か
ら
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度
の
間
に
、

経
済
水
準
と
産
業
構
成
の
間
に
よ
り
明
確
な
相
関

関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

●
州
間
格
差
の
要
因

　

イ
ン
ド
の
州
間
格
差
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と

し
て
、
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
州
政
府
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
経
済

政
策
の
違
い
が
、
各
州
の
経
済
成
長
の
差
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
連
邦
制

を
国
家
体
制
の
基
礎
に
据
え
て
い
る
イ
ン
ド
で
は
、

憲
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
特
定
の
政
策
事
項
に

つ
い
て
州
政
府
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
政
策
事
項
の
一
つ
で
あ
る

労
働
法
制
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
労
働
者
を
よ
り

手
厚
く
保
護
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
州
ほ
ど
、

登
録
部
門
の
製
造
業
に
お
け
る
生
産
額
・
雇
用
者

数
・
工
場
数
な
ど
が
よ
り
少
な
い
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
ま
た
、

こ
れ
に
関
連
し
て
、
経
済
自
由
化
（
具
体
的
に
は
、

一
九
八
五
年
か
ら
始
ま
っ
た「
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
」

の
廃
止
）
が
生
産
額
・
雇
用
者
数
・
固
定
資
本
額

の
成
長
に
与
え
た
効
果
は
、
労
働
法
制
が
労
働
者

寄
り
の
州
よ
り
も
雇
用
者
寄
り
の
州
の
方
が
大
き

か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

つ
ま
り
、
労
働
者
寄
り
の
労
働
法
制
は
製
造
業
の

生
産
活
動
へ
負
の
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
影
響
は
経
済
自
由
化
に
よ
っ
て
よ
り
深
刻
化

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
州
政
府
の
管
轄

事
項
で
は
な
い
政
策
分
野
に
お
い
て
も
、
各
州
政

府
の
運
用
面
で
の
取
り
組
み
の
違
い
が
製
造
業
の

発
展
の
有
無
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が

あ
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

第
二
に
、
既
に
存
在
し
な
い
過
去
の
制
度
的
側

面
が
現
在
の
経
済
水
準
に
影
響
を
与
え
、
州
間
格

差
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。

例
え
ば
、
英
領
イ
ン
ド
時
代
に
実
施
さ
れ
た
土
地

所
有
・
徴
税
制
度
の
地
域
的
な
違
い
が
独
立
後
の

農
業
生
産
へ
の
投
資
や
農
業
生
産
性
に
長
期
的
な

影
響
を
与
え
、
地
域
格
差
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
）。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
分
析
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
過
去
の
制
度
が
現

在
の
経
済
水
準
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
十
分
な
答
え
を
与
え
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
過
去
の
土
地
所
有
・
徴
税
制
度
と
独
立

後
の
農
業
生
産
へ
の
投
資
お
よ
び
農
業
生
産
性
の

間
に
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
た
と

し
て
も
、
そ
の
二
つ
の
間
に
あ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク･

ボ
ッ
ク
ス
」
の
中
身
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
疑

問
が
残
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
政
策
的

変
化
に
よ
る
影
響
や
歴
史
的
な
制
度
や
構
造
の
持

続
的
影
響
だ
け
を
取
り
出
し
て
そ
の
効
果
の
み
を

強
調
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
地
域
格
差

の
要
因
分
析
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

地
域
格
差
の
要
因
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン

ド
の
経
済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
な
側
面
に
お
け

る
「
連
続
性
」
と
「
非
連
続
性
」
の
両
方
に
注
意

深
く
目
配
せ
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し

合
っ
て
い
る
の
か
を
よ
り
深
く
分
析
す
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
あ
る
。

（
み
な
と　

か
ず
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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